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2020～2021年度役員等の選挙日程
（1）会長候補者の信任投票
（2）改選役員（理事，監事）の選挙
（3）代議員の選挙
以上3件とも，2020年2月に名誉会員，正会員による投票の予定です．なお，（2）は本誌による広報，

（3）は信任投票になる場合もあります．また，改選数と候補者数が同数の場合，無投票になることがあり
ます．

● 2020～2021年度　役員候補者ご推薦のお願い

役員規程に従って2020～2021年度の役員の選出を行います．つきましては，候補者のご推薦をお願いいたします．
・推薦者は，名誉会員または正会員5名以上とし，ご本人の同意を得たうえでご推薦ください．
・会務の分担ごとの選挙のため，下記推薦届の□に ✓を入れてください．
・推薦届締切：2019年12月16日（月）
・推薦届送り先： OR学会事務局 〒101–0032 東京都千代田区岩本町1–13–5 サン・チカビル7F 

TEL: 03–3851–6100, FAX: 03–3851–6055, E-mail: jimukyoku@orsj.or.jp

公益社団法人　日本オペレーションズ・リサーチ学会
選挙管理委員会

…………………………………………………… 切　り　取　り　線 ……………………………………………………

2019年　　月　　日

役員候補者（会長を除く）推薦届

公益社団法人　日本オペレーションズ・リサーチ学会選挙管理委員会殿
2020～2021年度日本オペレーションズ・リサーチ学会の役員
□副会長（1名） □庶務理事 □研究普及理事（普及） □編集理事（論文誌） □会計理事
□渉外理事 □広報理事 □大会理事（九州支部） □無任所理事 □監事

　　　　　　　　　　　　　　　　氏を推薦いたします．

　　　推薦代表者：　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞（所属：　　　　　　　　　　　　　 　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

候補者略歴（100字程度）

 

 

 

 

上記の推薦に同意します．候補者　　　　　　　　　　　　㊞　（所属：　　　 　　　　　　）
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公益社団法人 日本オペレーションズ・リサーチ学会
〒101–0032 東京都千代田区岩本町 1–13–5 サン・チカビル 7F

電話（03）3851–6100　　Fax （03）3851–6055
http://www.orsj.or.jp/
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● 2020～2021年度代議員立候補のお願い

代議員選挙規程に従って2020～2021年度の代議員
の選出を行います．つきましては，立候補をお願いい
たします．
・代議員候補者は，名誉会員または正会員とします．
・立候補届締切：2019年12月16日（月）（メール送
付，書式自由）
・立候補届送信先：OR学会事務局
 E-mail: jimukyoku@orsj.or.jp

 （選挙管理委員会）

●日本OR学会各賞の候補ご推薦のお願い

本学会では，業績賞，実施賞，普及賞，研究賞，研
究賞奨励賞，事例研究賞，論文賞，学生論文賞を設定
し，それぞれの分野で顕著な成果・業績を挙げられた
個人や企業を表彰しております．つきましては，今年
度も受賞候補者の積極的なご推薦を募ります．
過去の受賞者一覧は学会HPに掲載しています．

推薦締切日：
1. 業績賞，実施賞，普及賞：2019年11月30日（土）
2. 研究賞，研究賞奨励賞，事例研究賞：2020年

1月31日（金）
3. 学生論文賞：2020年3月31日（火）
＊論文賞の推薦はありません．
推薦書送付先：OR学会事務局

E-mail: jimukyoku@orsj.or.jp
詳細や推薦状フォーマットは，学会WEB「OR学
会各賞候補者募集」ページをご確認ください．

〔業績賞〕
ORの研究・教育・実施などにかかわる活動に顕著
な業績を挙げた個人に対して贈られます．ただし被推
薦者は，原則として応募締め切り時に満40歳以上，
満65歳以下の学会員であることが必要です．毎年1名
程度を表彰する予定です．（副賞金30万円／1名）
〔実施賞〕

ORの強力な実施・推進に対して贈られます．毎年
2件程度を表彰する予定です．個人の場合は本学会員，
グループの場合は本学会員を含むグループ，企業の場
合は賛助会員企業が対象です．
〔普及賞〕

ORの普及への大きな貢献に対して贈られます．毎
年2件程度を表彰する予定です．個人の場合は本学会

員，グループの場合は本学会員を含むグループ，企業
の場合は賛助会員企業が対象です．
〔研究賞〕
昭和43年（1968年）に創設された大西記念文献賞，
およびそれを継承した文献賞を受け継ぎ，2011年度
から設けられた本学会で最も歴史のある賞です．次の
条件を満たす個人に贈られます．1. 本学会員である
こと． 2. 独創性と将来性に富み，ORの発展に寄与す
る研究業績を挙げていること．授賞対象とする研究業
績は過去5年以内のものとし，毎年1名程度を表彰す
る予定です．（副賞金50万円／1名）
〔研究賞奨励賞〕
若手研究者個人を対象とする賞です．上の研究賞の

条件に加えて被推薦者の年齢に関して次の条件があり
ます．被推薦者は，原則として応募締め切り時に満
35歳以下であること．ただし，OR研究歴が短い方は，
この年齢制限を超えていても構いません．授賞対象と
する研究業績は過去3年以内のものとし，毎年4名程
度を表彰する予定です．（副賞金20万円／1名）
〔事例研究賞〕

ORの優れた事例研究に対して贈られます．毎年3件
程度を表彰する予定です．個人の場合は本学会員，グ
ループの場合は本学会員を含むグループ，企業の場合
は賛助会員企業が対象です．
〔論文賞〕

2010年度より設けられた新しい賞です．過去1年
間に本学会論文誌に掲載された論文のうち，特に優れ
たもの1編に贈られます．授賞論文の著者すべて（非
会員が含まれる場合も全員）を表彰します．なお，論
文賞の推薦は募りません．（副賞金30万円／1件）
〔学生論文賞〕
学生によるORに関する優れた研究に対して贈られ
るものです．対象は，来春提出される学部の卒業論文，
または大学院の修士論文とします．毎年5編程度を表
彰する予定です．学生・指導教員がともに本学会員で
あることが必要です．詳しい募集要項は，本誌2月号
に掲載します．

● 2020年春季シンポジウム（第82回）

日　程：2020年3月11日（水）
場　所：奈良春日野国際フォーラム
実行委員長：山下信雄先生（京都大学）
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● 2020年春季研究発表会

日　程：2020年3月12日（木）～13日（金）
場　所：奈良春日野国際フォーラム
実行委員長：笠原正治（奈良先端科学技術大学院大学）

●研究部会・グループ開催案内

〔待ち行列〕
・第284回
日　時：2019年11月16日（土）14 : 00～17 : 00
場　所：東京工業大学大岡山キャンパス西8号館（W）　

809号室
テーマと講師：
（1） “The Evolution of Collective Choice under 

Majority Rules”
 ＊澤　亮治（筑波大学），岡田　章（一橋大学
名誉教授）

（2） 「レヴィー過程の変動理論と待ち行列」
 山崎和俊（関西大学）

部会WEB：http://www.orsj.or.jp/queue/

● 2020年度研究部会新設および継続の申請
について

研究普及委員会では，その活動の大きな柱の1つと
して，研究部会・グループの設立・運営のお手伝いを
しております．研究部会の設置期間は，原則として
2年以内ですが，理事会の承認が得られればさらに1
年延長することも可能です．部会が発足しますと財政
的な補助もいたします．研究テーマは，基礎理論から
実践研究までご自由にお考えいただいて結構です．
今年度活動中の研究部会・グループは以下のとおり
です．詳しくは学会WEBをご覧ください．
常設研究部会
1 待ち行列
2 数理計画（RAMP）
3 評価のOR
4 意思決定法
5 サプライチェーン戦略

研究部会
1 エネルギーミックスの諸問題とOR
2 データサイエンスとマーケティング分析
3 最適化とその応用
4 食とその周辺
5 不確実状況下における意思決定とその周辺
6 危機管理と社会とOR
7 ヘルスケアのOR
8 インフラのOR的展望
9 超スマート社会のシステムデザインのための
理論と応用

10 動的決定モデルとその応用
11 信頼性とその応用
研究グループ
1 地域課題解決のOR
2 数理的発想とその実践
3 量子コンピュータと次世代計算機活用

申請の締切は新設・継続ともに12月6日（金）です．
申請用紙は事務局までご請求ください．

●協賛・後援案内

＊OR学会が協賛・後援するイベントの情報です．詳
細は主催者へお問い合わせください．

・筑波大学高大連携シンポジウム2019

日　程：2019年11月4日（月）
場　所：筑波大学第三エリア 3A204 教室
テーマ：若い力がスマートシティを牽引する
主　催：筑波大学
WEB：http://www.tsukuba.ac.jp/
・第53回化学工学の進歩講習会
日　程：2019年12月3日（火），4日（水）
場　所：名古屋市工業研究所（名古屋市熱田区六番

3–4–41）第1会議室
テーマ：最新情報技術活用によるプロセス産業スマー
ト化―AI, IoT, MIの基礎から最前線まで―

主　催：化学工学会東海支部
WEB：http://scej-tokai.org/
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第31回RAMP数理最適化シンポジウム
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RAMP数理最適化シンポジウムは，日本オペレーションズ・リサーチ学会の数理計画研究部会（RAMP: 
Research Association of Mathematical Programming）によって年一度開催される，最適化・数理計画に関する
シンポジウムです．2019年度も以下のとおりシンポジウムを開催いたします．多数の皆様のご参加をお待ちして
おります．

日　程：2019年11月21日（木），22日（金）
会　場：慶應義塾大学矢上キャンパス（16-A棟 厚生棟大中会議室）
RAMP主査：土谷　隆（政策研究大学院大学）
RAMP2019実行委員長：田村明久（慶應義塾大学）
RAMP2019プログラム委員長：後藤順哉（中央大学）

参加申込：RAMP2019ホームページ（http://www.orsj.or.jp/ramp/2019/index.html）から登録をお願いします．

暫定プログラム
11月21日（木）
受付　9 : 20～
開会の挨拶　9 : 50～10 : 00
（1）「連続最適化の展開と深化」　10 : 00～13 : 00　オーガナイザー：檀　寛成（関西大学）
 佐藤寛之（京都大学），畔上秀幸（名古屋大学），伊藤　勝（日本大学）
昼食　13 : 00～14 : 15
（2）「特別講演1」　14 : 15～15 : 15
 Zhaosong Lu（Simon Fraser University, Canada）
（3）「離散構造とアルゴリズム」　15 : 30～18 : 30　オーガナイザー：垣村尚徳（慶應義塾大学）
 岩田陽一（国立情報学研究所），石畠正和（NTTコミュニケーション科学基礎研究所），  
河瀬康志（東京工業大学）

懇親会　19 : 00～21 : 00　（日吉キャンパス来往舎1階日吉ファカルティラウンジ）

11月22日（金）
受付　9 : 00～
（4）「制御工学と最適化」　9 : 30～12 : 30　オーガナイザー：大石泰章（南山大学）
 坂本　登（南山大学），永原正章（北九州市立大学），林　直樹（大阪大学）
昼食　12 : 30～13 : 30
（5）「特別講演2」　13 : 30～14 : 30
 Zhi-Quan（Tom）Luo（The Chinese University of Hong Kong, Shenzhen, China）
（6）「都市・地域解析と数理モデリング」　14 : 45～17 : 45　オーガナイザー：田中健一（慶應義塾大学）
 本間健太郎（東京大学），井上　亮 （東北大学），栗田　治（慶應義塾大学）

RAMP2019ホームページ：http://www.orsj.or.jp/ramp/2019/index.html
数理計画（RAMP）研究部会ホームページ：http://www.orsj.or.jp/ramp/index.html
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2020年度「研究者海外研修支援事業」派遣者募集要項
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

国際委員会

日本オペレーションズ・リサーチ学会では2019年度に引き続き，標記支援事業を開始します．

【概要】
・海外の研究拠点に長期滞在経験のないOR研究者が，海外のOR研究拠点に中長期間滞在し共同研究活動を開
始するための助成を行います．
・単発の国際会議発表に対する助成ではありません．

【背景と目的】
オペレーションズ・リサーチ（OR）の方法論に対する探求は，研究活動を国際的に展開することで一層の発展
が期待できます．その上で国際的な研究ネットワークに入り込んでいくことが必要になりますが，そのためには
少なくとも1ヶ月以上といった一定期間海外の研究拠点に滞在し，海外の研究者と直接的に知り合い共同研究に
繋げるなど，継続的に交流するきっかけを持つことが重要です．また，とりわけ日本国内で博士号を取得した後
数年間は，自らのテーマを確立していく上で難しい期間となる傾向があり，視野を広げる上でも国際的な舞台に
出て共同研究者を見つけることは有効な手段となりえます．
そのような状況を念頭におき，本事業は，これまで海外のOR研究機関に滞在した経験のないORの研究者に対
し，海外での共同研究拠点を築き国際的な研究者ネットワークに入り込んでいくための支援を行うことを目的と
します．
本事業がこれまでの支援事業と異なるのは，国際会議などで単発の研究発表などを行うための資金援助ではな
く，有望な研究者が1カ月程度以上，ORあるいはそれに関連する海外の研究拠点に滞在し，国際的な人的ネット
ワーク構築する活動を支援する点にあります．
このような人的なネットワークは，助成対象者個人にとって資するばかりでなく，長期的には学会全体の国際
的交流の幅の拡大に資するものと期待しています．また有望な人材を選抜し海外に送り出すことは，日本のOR
の存在感を高めることにも繋がると期待しています．

【募集概要】
以下の要領で支援対象者の募集を行います．
募集定員： 2名
支援内容：1名につき50万円支給
研修期間：2020年度中の開始（出発日が2021年2月末日以前）で，出発日から帰国日までが4週間以上
募集締切：2019年11月29日（金）  

（その後国際委員会内で選抜を行い，12月下旬の理事会での承認（決定）を予定）
応募方法：【申請書類】の項の内容を記した電子ファイルを電子メール添付にて事務局（jimukyoku@orsj.or.jp）
宛てに送付（題目は「OR学会海外研修支援応募」としてください．）
応募要件：
・上記研修期間に海外のORおよび関連分野の拠点機関に滞在し，ORに関する共同研究活動に専念する意思が
あること
・応募時点で博士号を取得済みであること
・これまで海外の研究拠点におよそ4週間以上滞在して共同研究を行った経験がない，かつ，他の類似予算（在
外研究予算など）を受けていないこと
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・渡航前までにある程度英語でのコミュニケーションを担保できること
この他，研修期間終了後，航空券の領収書などの提出，OR学会機関誌上での体験記の寄稿，（この援助により

始めた（共同）研究について）研究口頭・論文発表での援助の明記，研究口頭発表での学会ロゴの使用を派遣対
象者の要件とします．

【申請書類】
応募する場合は以下の項目を日本語で記入した申請書電子ファイルを，学会事務局まで電子メール添付で提出

してください．申請に基づき国際委員会で審査します．選抜に際し応募者の共同研究実行可能性と将来性を重視
します．申請時点での受け入れ先の内諾は必ずしも要しません．
・申請者情報（氏名，所属，電子メールアドレス，会員番号（OR学会員のみ記載））
・滞在計画（希望する派遣先研究機関，受入研究者，おおよその滞在期間等）
・滞在中の達成目標（滞在中に目指すこと）および準備状況
・研究業績一覧 (発表論文，国際会議・国内会議発表等．査読有無についても記すこと )
・英語のコミュニケーション能力に関する情報，国際会議参加経験，海外研究者との共同研究の経験など
・参照人の連絡先（氏名，所属，電子メールアドレス（または電話番号））
・応募要件を満たしていることの確認
・［参考情報］交渉状況（滞在予定先との関係・受け入れ内諾など）
※応募時点での受け入れ内諾は応募の際の要件ではなく，あくまでも参考情報です．

なお，学会ウェブサイトより申請書の雛形ファイル（Microsoft Word docxファイル）が利用可能です．

【FAQ】
Q. 他の研究費予算との合算は可能ですか？

A. もしその予算が在外費用補助を目的とする場合，不可能です．本事業は，国際的な共同研究機会の少な
い研究者に新たな海外研修の機会を提供することを目的としているので，同様の目的の資金を得ている方を
対象としません．一方で他の外部予算（たとえば科研費など）が認める場合で，かつ，合算して利用する予
定の場合には，申請書にその概要（期間の分割計画など）を記載してください．

Q. 複数の機関に滞在することも可能ですか？
A. 少なくとも１機関に2週間以上滞在する場合には認めます．ただし，支給額に変更はありません．

Q. 応募に際し，滞在を希望する機関，あるいは，ホスト（受け入れ教員など）の事前の受け入れ承認は必要で
すか？
A. 必須ではありません．ただし，もしその当てがある場合には「参考情報」として申請書にそれを記載し
てください．
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2020年度年会費納入のお願い

2020年度（2020年3月1日～2021年2月28日）
年会費の請求書を11月に発送します．支払取扱票
は，2020年1月以降もご使用可能です．
請求書が必要な場合は，必要事項（会員氏名，請
求金額，請求書宛名（個人名／法人名／法人名＋
個人名），請求書の日付指定の有無，様式の指定…
請求書／見積書／納品書，指定用紙など）をメー
ルにて事務局へご連絡ください．

OR学会の事業年度は3月～翌年2月です．

年会費専用振込み口座

みずほ銀行 根津支店（店番号235）普通1124744
口座名： 公益社団法人日本オペレー

ションズ・リサーチ学会
シヤ） ニホンオペレーショ
ンズリサーチ 
ガッカイ

郵便振替口座 00190–6–79492
口座名： 公社）日本オペレーション

ズリサーチ学会

ゆうちょ銀行 〇一九（ゼロイチキュウ）（店番号019）
当座　0079492
口座名： 公社）日本オペレーションズ

リサーチ学会

年会費（不課税）　正会員14,400円
　　　　　　　 学生会員  5,000円
　　　　　　 シニア会員  7,200円
*手数料は払込人様ご負担でお願いします．
*お名前はフルネームでお書きください．
* 所属機関からお支払の場合は，対象の個人会員名
と所属機関を事務局にお知らせください．

シニア会員について

正会員のうち，20年以上正会員を継続し，会費
を完納している60歳以上であり，定常収入を有し
ない方は，理事会の承認によりシニア会員になるこ
とができます．申請／承認後，翌年度よりシニア会
員となります．シニア会員の会費は7,200円です．

特別会員について

正会員のうち，身体障害者手帳をお持ちの方は，
その手帳の写しを事務局に提示していただくこと
により，特別会員として年会費半額の免除制度が
あります．申請／承認後，翌年度より特別会員と
なります．特別会員の会費は7,200円です．

年会費の口座振替（正会員）

年会費自動振替の方は2020年1月20日（月）に
「2020年度年会費」を引き落とし予定です．口座振
替の中止や振替口座変更をご希望の場合は，11月
末日までに事務局にメールでお知らせください．

2020年3月ご卒業の学生会員の方へ

1）ご就職により正会員として会員継続希望の方へ
新所属先（郵便番号，住所，所属機関，所属部署，

電話番号，メールアドレス），新自宅住所，連絡先
メールアドレス（所属先／自宅）および，OR誌送
付先（所属先／自宅）を事務局にお知らせください．
2）退会希望の方へ
退会理由（卒業，大学院修了等）を書いて，メー

ルにて事務局へご連絡ください．

学生会員年会費無料化キャンペーン

OR学会では学会活性化の一環として，2013年
度から開始した「学生会員年会費無料化キャンペー
ン」を継続中です．
1）学生新入会希望で，かつ指導教員が正会員の方
は，学生会員年会費5,000円は無料となり，入会金
600円でご入会できます．
①WEBからの入会申込み
②入会金600円のお振込み
③指導教員様からの応募メール（「指導教員様の
お名前，ご所属，学生の方のお名前，ご所属，
メールアドレス」）

以上3点をもって，無料化受付が完了します．
2）学生新入会希望で，指導教員様が非会員の場合
は，「学生会員年会費無料化キャンペーン対象外」
となり，通常の年会費5,000円が必要となりますの
で，ご注意ください．

OR学会事務局

〒101–0032 東京都千代田区岩本町1–13–5
サン・チカビル7F
TEL: 03–3851–6100　FAX: 03–3851–6055
E-mail: jimukyoku@orsj.or.jp
*各種お届けは，会員氏名と新旧の変更内容を明記
してメールにてご連絡ください．
（住所／所属先／メールアドレス／ OR誌送付先等
の変更，退会届）


